
旧町名 設置場所 設置時期 町名等揮毫者 

ふりがな 

標示柱設置付近の様子 旧町名標示柱 町名廃止期日 

旧町名の説明文 

青物町 本町３丁目５番３２号 H1.2 吉澤 鐵子 

あおものちょう 

  

S55.1 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）ころに低湿

地帯を埋め立て開かれ

た町の一部で、初めは

紙商が多く居住し紙町

と呼ばれたが、のち八

百屋商が多くなり、文化

元年（一八〇四）に青物

町と改称された。 

赤沼町 城東２丁目６番 (城東児童公園内) H1.2 安  有倫 

あかぬまちょう 

 

 

S55.1 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）ころに低湿

地を埋め立て開かれた

武家屋敷地で、元禄三

年（一六九〇）に赤沼町

と名付けられた。赤沼と

呼ばれる沼がこの地に

あったといわれる。 

東町 東原１丁目２番１号地先 S62.1 関  南沖 

あずまちょう 

 

 

S43.4 

常磐村東原と呼ばれた

が、昭和八年水戸市に

合併され、東原町となっ

た。翌九年、市内町名

改称で東原町の一部か

ら東町が新設された。 



旧町名 設置場所 設置時期 町名等揮毫者 

ふりがな 

標示柱設置付近の様子 旧町名標示柱 町名廃止期日 

旧町名の説明文 

荒神町 城東２丁目１番４１号地先 (常磐線前) S62.1 山内 光雲 

あらがみちょう 

  

S55.1 

藩政初期に開かれた武

家屋敷地で、元禄三年

（一六九〇）に荒神町と

名付けられた。荒神橋

近くにあった三宝荒神

に由来する。後に三宝

荒神は七軒町へ移さ

れ、町名だけが残った。 

荒木町 泉町２丁目４番地先 (松下電気産業前 歩道) S62.1 阪場香津泱 

あらきちょう 

  

S42.5 

藩政初期に武家屋敷地

となり、元禄二年（一六

九〇）に荒木町と名付

けられた。木町（後に金

町と改称）と「あら町」

（荒町又は新町と記し、

後に泉町と改称）を結

ぶ通りなので両町の頭

字をとった。 

一ノ町 城東１丁目６番地先(トッパンプロスプリント常磐線側歩道) S62.1 関  南沖 

いちのちょう 

 

 

S51.1 

藩政初期に武家屋敷地

とされ、もとは内川崎と

呼ばれた地域の一部で

あり、元禄三年（一六九

〇）に「一ノ町」と名付け

られた。 



旧町名 設置場所 設置時期 町名等揮毫者 

ふりがな 

標示柱設置付近の様子 旧町名標示柱 町名廃止期日 

旧町名の説明文 

蘋町 城東４丁目１５７番地２ S63.2 安  有倫 

うきくさちょう 

 

 

S45.4 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）ころに開か

れた武家屋敷地で元禄

三年（一六九〇）に「浮

草町」と記された。一帯

が低湿地であったことか

ら、その植生に由来す

る町名だといわれてい

る。 

浮町 城東１丁目１５番５５号地先 S62.1 斉藤 白水 

うきまち 

 

 

S45.4 

中世の「宇喜郷」の地と

いわれ、藩政初期に武

家屋敷地となり、元禄三

年（一六九〇）浮町と名

付けられた。明治になっ

て細谷村に属したが、

同二十二年市制施行の

ときに水戸市に編入さ

れた。 

梅小路 末広町１丁目１番地１１号地先  S62.1 菊池 遊魚 

うめのこうじ 

 
 

S43.4 

天保七年（一八三六）九

代藩主徳川斉昭が、江

戸住の家臣に国元帰住

を命じて開いた新屋敷

の一部である。各小路

には樹木の名が付けら

れた。 
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裡一町目 本町１丁目６番１７号 (市杵姫神社前) S61.3 斉藤 白水 

うらいっちょうめ 

 

 

S51.1 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）に低湿地帯

を埋め立て開いた町

で、本一町目の南裏に

あたることから、裏（裡）

一町目と名付けられた。 

裡五町目 本町３丁目４番７号 S63.2 福地 養鵞 

うらごちょうめ 

 

 

S55.1 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）に低湿地帯

を埋め立て開かれた町

の一部で、本五町目の

南裏にあたることから、

裏（裡）五町目と名付け

られた。藩政時代、ここ

で煙草の専売が許され

たので「たばこ町」とも呼

ばれた。 

裡三町目 本町２丁目１０番７号 (飯田内科医院前) S62.1 吉澤 鐵石 

うらさんちょうめ 

 

 

S51.5 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）ころに低湿

地帯を埋め立てて開か

れた町の一部で、本三

町目の南裏にあたること

から、裏（裡）三町目と

名付けられた。鍋釜類

の商店が多かったの

で、天和のころからは鍋

町とも呼ばれた。 
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ふりがな 
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裡信願寺町 泉町３丁目５番８号 H1.2 山内 光雲 

うらしんがんじちょう 

 

 

S42.5 

藩政初期の正保二年

（一六四五）から天和元

年（一六八一）にかけ、

この地にあった信願寺

の裏通りにあたり、元禄

三年（一六九〇）に裡信

願寺町と名付けられた。 

裡七町目 本町３丁目１５番２９号 S63.2 掛札 真直 

うらななちょうめ 

  

S55.1 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）に低湿地帯

を埋め立て開かれた町

の一部で、本七町目の

南裏にあたることから、

裏（裡）七町目と名付け

られた。 

裡二町目 本町１丁目１３番１０号地先 S63.2 菊池 爽香 

うらにちょうめ 

 

 

S51.1 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）に低湿地帯

を埋め立て開かれた町

の一部で、本二町目の

南裏にあたることから、

裏（裡）二町目と名付け

られた。 



旧町名 設置場所 設置時期 町名等揮毫者 

ふりがな 
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裡四町目 本町２丁目７番１６号 S63.2 菊池 爽香 

うらよんちょうめ 

  

S51.1 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）に低湿地帯

を埋め立て開かれた町

の一部で、本四町目の

南裏にあたることから、

裏（裡）四町目と名付け

られた。 

裡六町目 本町３丁目１５番３６号地先 S63.2 福地 養鵞 

うらろくちょうめ 

  

S55.1 

藩政初期の寛永二年

（一六二五）に低湿地帯

を埋め立て開かれた町

の一部で、本六町目の

南裏にあたることから、

裏（裡）六町目と名付け

られた。 

江戸町 本町１丁目７番 (裡１丁目児童公園内) S61.3 山内 光雲 

えどちょう 

 

 

S51.1 

寛永年間に開かれた町

で、肴町魚問屋の荷を

江戸へ送り出す商人居

住の町として、江戸肴町

と呼ばれた。宝永（一七

〇四）のころからは江戸

町となる。 

 


